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 論文題名 
New predictor of residual false lumen remodelling of descending thoracic aorta 
after surgery for acute type A aortic dissection 
 
 研究目的 






 研究方法   
  2007年 1月から 2016年 12月に 6箇所の実施医療機関で行われた後ろ向き研究で
計 90名での検討とした． 
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論文題名 
New predictor of residual false lumen remodeling of descending 
thoracic aorta after surgery for acute type A aortic dissection 
(急性 A 型解離術後における下行大動脈に残存した偽腔のリモデリングを予測
する新たな因子の検討) 
結果の要旨 
急性 A 型大動脈解離術後早期の真腔形状の形状解析は下行大動脈のどの高さを見ても遠隔
期の偽腔縮小と強い相関がある事を証明した。第一主成分値、短径比は 0.65以上、面積比
は 0.55以上、隔壁側の接点が１点であることは遠隔期の偽腔縮小を予測し，さらにその中
でも近位から中部下行大動脈に関しては第一主成分値が最も鋭敏な因子であった。本研究
は外科治療介入の必要性やタイミングの適切な判断に繋がる可能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
